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【こども施策
し さ く

の６つの基本
き ほ ん

理念
り ね ん

】 
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今回は、「こども基本法」を
中心に、子どもの権利について
紹介します。すべての子どもが
将来にわたって自分らしく幸
せに成長でき生活できる社会
を実現するために、どんなこと
が大切なのか一緒に考えてい
きましょう。 

「児童
じどう

の権利
けんり

に関する
かん

条約
じょうやく

」は、世界中
せかいじゅう

すべての子ども
こ

たちがもつ人権
じんけん

を定めた
さだ

条約
じょうやく

で、日本
にほん

を含め
ふく

１９６の国
くに

と地域
ちいき

が締約
ていやく

して

います。子ども
こ

は「弱くて
よわ

おとなから守られる
まも

存在
そんざい

」という考
かんが

え方
かた

から、子ども
こ

も「ひとりの人間
にんげん

として人権
じんけん

をもっている」つまり、

「権利
けんり

の主体
しゅたい

」だという考え
かんが

の条約
じょうやく

です。条約
じょうやく

においては、子ども
こ

は「権利
けんり

の保有者
ほゆうしゃ

」であり、それを守る
まも

「義務
ぎむ

の担い
にな

手
て

」は、国
くに

（おとな）です。子ども
こ

の権利
けんり

が守られる
まも

ためには、おとなも子ども
こ

も条約
じょうやく

や施策
しさく

の内容
ないよう

についてよく知る
し

ことが大切
たいせつ

です。                                                    

（こども家庭庁、日本ユニセフ協会ホームページより）                               

   こども基本法
きほんほう

は、こどもや若者
わかもの

一人
ひとり

ひとりが自分
じぶん

らしく幸せ
しあわ

に成長
せいちょう

でき、暮らせる
く

ように社
しゃ

会
かい

全体
ぜんたい

で支えて
ささ

いけるような「こどもまんなか社会
しゃかい

」を目指し
めざ

て、こどもや若者
わかもの

に関する
かん

取組
とりくみ

を

進めて
すす

いくための基本
きほん

となる事項
じ こ う

を定めた
さだ

法律
ほうりつ

です。令和
れ い わ

5年
ねん

4月
がつ

に施行
し こ う

されました。 

 

すべてのこどもが大切
たいせつ

にされ、

基本的
きほんてき

な人権
じんけん

が守られ
まも

、差別
さべつ

されな

いこと。 

すべてのこどもが大事
だいじ

に育てられ
そだ

、

生活
せいかつ

が守られ
まも

、愛され
あい

、保護
ほご

される

権利
けんり

が守られ
まも

、平等
びょうどう

に教育
きょういく

を

受けられる
う

こと。 

すべてのこどもの意見
いけん

が年齢
ねんれい

や

成長
せいちょう

の程度
ていど

に合わせて
あ

、大事
だいじ

にさ

れ、こどもの今
いま

とこれからにとって

最も
もっと

よいことが優先
ゆうせん

して考えられる
かんが

こと。 

すべてのこどもが年齢
ねんれい

や成長
せいちょう

の

程度
ていど

に合わせて
あ

、自分
じぶん

に直接
ちょくせつ

関係
かんけい

することに意見
いけん

を言えたり
い

、さまざ

まな活動
かつどう

に参加
さんか

できること。 

子
こ

育て
そだ

をしている家庭
かてい

のサポート
さぽーと

が

十分
じゅうぶん

に行われる
おこな

こと、家庭
かてい

で育つ
そだ

こ

とが難しい
むずか

こどもも、家庭
かてい

と同じ
おな

よ

うな環境
かんきょう

が用意
ようい

されること。 

家庭
かてい

や子
こ

育て
そだ

に夢
ゆめ

を持ち
も

、喜び
よろこ

を

感じられる
かん

社会
しゃかい

をつくること。 


